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椎
葉
村
長　

椎
葉 

晃
充

　

村
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
25
年
の
輝
か
し

い
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
村
行
政
に
対
し
ま
し
て
、
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
５
月
に
江
戸
時
代
の
１
８
３
９
年
以

来
１
７
３
年
ぶ
り
と
な
る
、
金
環
食
が
観

測
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
月
に
は
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開
業
し
、
さ
ら
に
、
７

月
末
か
ら
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
日
本
中
が
注
目
す
る
出
来
事
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
末
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
で
は
自
由
民
主
党
が
圧
勝
し
、
３

年
半
と
い
う
民
主
党
政
権
が
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。
当
選
挙
で
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
と
景
気
対
策
、
雇
用
問
題
な

ど
が
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。
政
権
交
代
と

い
う
結
果
に
本
年
も
激
動
の
１
年
と
な
り

そ
う
で
す
が
、
本
村
で
は
、
国
の
動
向
を

見
守
り
つ
つ
も
、
粛
々
と
健
全
な
行
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
村
の
出
来
事
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
４
月
に
50
年
以
上
使
用
し
て
き
た

旧
庁
舎
か
ら
新
庁
舎
に
移
転
し
、
本
村
に

お
い
て
歴
史
的
な
年
と
な
り
ま
し
た
。
木

の
温
か
み
の
あ
る
優
し
い
庁
舎
と
な
り
、

村
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
見
学
に
も

訪
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
新
庁
舎
で
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
移
転
メ
リ
ッ

ト
を
村
民
に
還
元
で
き
る
よ
う
さ
ら
な
る

事
務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
椎
葉
の
地
に
土
俵
が
完
成

し
、
貴
乃
花
部
屋
を
は
じ
め
と
す
る
力
士

た
ち
、
全
国
の
強
豪
高
校
相
撲
部
を
招
待

し
、
土
俵
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

土
俵
開
き
は
、
実
行
委
員
会
の
努
力
の
結

晶
で
あ
り
、
ま
た
、
椎
葉
の
「
か
て
〜
り
」

の
精
神
が
生
み
出
し
た
も
の
だ
と
、
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
貴
乃
花
部
屋
を

は
じ
め
、
立
浪
部
屋
、
強
豪
高
校
相
撲
部

の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
村
民
一
同
、
大
き
な

希
望
と
元
気
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
、
こ
の
土
俵
は
村
の
新
し
い

観
光
資
源
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
活

用
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

11
月
に
は
、椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
１
２

に
河
野
俊
嗣
宮
崎
県
知
事
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
武
将
姿
で
パ
レ
ー
ド
に
も
参
加
い

た
だ
く
な
ど
、
昨
年
も
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
平
寿
園
の
移
転
に
伴
う
建
設
工
事
が
着

工
さ
れ
ま
す
。高
齢
化
が
進
む
本
村
で
は
、

現
段
階
で
平
寿
園
入
所
の
待
機
者
が
多
数

お
り
、
問
題
視
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ま

た
、村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望
も
多
く
、

今
回
の
建
設
で
、
そ
の
問
題
も
解
消
さ
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
よ
り
松
尾
中
学
校
が
椎
葉

中
学
校
に
再
編
さ
れ
ま
す
。
伝
統
あ
る
松

尾
中
学
校
が
廃
校
に
な
り
ま
す
こ
と
は

残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
再
編
に
よ
り
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
教
育
環
境
が
よ
り
よ
い
も

の
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
第
５
次
長
期
総
合

計
画
の
も
と
、「
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と

の
再
生
」
を
目
指
し
、
相
互
共
助
の
仕
組

み
で
あ
る
「
か
て
〜
り
」
を
活
か
し
た
協

働
・
共
助
に
よ
っ
て
誇
り
の
持
て
る
村
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

農
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
本
村
の
基
幹
産

業
の
発
展
の
た
め
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
後
継
者
支
援
と
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
快

適
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
健
康
長
寿
の

村
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
力
の
底

上
げ
に
よ
る
集
落
活
性
化
の
実
現
を
目
指

し
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
椎
葉
の
明
る
い
未

来
を
作
り
上
げ
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
こ
の
１
年

が
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

謹
賀
新
年

平
成
二
十
五
年

　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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椎
葉
村
議
会

議
長　

那
須　

清

　

椎
葉
村
議
会
を
代
表
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事
と

察
し
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
村
政
全
般
に

わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
賜
り
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
異

常
気
象
に
よ
る
地
球
規
模
で
の
各
種
災
害

の
発
生
や
不
安
定
な
経
済
動
向
な
ど
に
加

え
、
国
内
で
は
局
地
災
害
や
長
引
く
景
気

低
迷
、
東
北
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
の
復

興
の
遅
れ
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
状

況
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
村
に
お
い
て
は
幸

い
に
し
て
大
き
な
災
害
も
少
な
く
、“
む

ら
の
城
”
と
も
い
え
る
役
場
庁
舎
の
新
築

落
成
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
校
他
各
種
公

共
施
設
の
整
備
改
修
工
事
、
村
単
維
持
工

事
の
継
続
発
注
、
国
県
道
の
改
良
等
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
順
調
に
進
み
ま
し
た
。ま
た
、

第
５
次
長
期
総
合
計
画
の
策
定
も
完
了
す

る
な
ど
飛
躍
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

産
業
面
で
も
、
県
乾
し
い
た
け
品
評
会

団
体
優
勝
や
子
牛
郡
品
評
会
で
の
度
々
の

優
勝
な
ど
、
成
果
を
あ
げ
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
関
係
者
・
村
民
皆
さ
ま
の

懸
命
な
取
組
み
と
努
力
の
結
果
で
あ
り
、

改
め
ま
し
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
の
進
展
、
長

引
く
景
気
の
低
迷
、
公
共
事
業
の
減
少
に

伴
う
雇
用
の
悪
化
、
村
の
主
要
産
業
で
あ

る
木
材
や
椎
茸
価
格
の
低
迷
と
家
畜
飼
料

価
格
の
高
騰
、鳥
獣
被
害
の
拡
大
等
、私
た

ち
を
取
巻
く
情
勢
や
環
境
は
非
常
に
厳
し

く
、
先
行
き
不
安
な
要
素
は
事
実
で
あ
り
、

重
く
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
諸
問

題
へ
の
対
応
・
解
決
に
向
け
、
村
民
・
行

政
と
連
携
を
密
に
し
真
剣
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
限
り
な
い
飛
躍
・
発
展
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を

心
よ
り
お
祈
り
し
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会

教
育
長　

甲
斐 

眞
后

　

村
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
皆

さ
ま
と
と
も
に
慶
び
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
教
育
行
政
の
全
般
に
わ
た
り

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
お
か
げ

さ
ま
で
順
調
に
教
育
活
動
が
推
進
で
き
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
１
年
、
村
内
各
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
色
ん
な
舞
台
に
登
場
し
、
学
習
発
表

や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
部
活
や
体
験
学
習

と
大
活
躍
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
が
家
庭
や
地
域
、

学
校
の
温
か
い
環
境
の
中
で
着
実
に
育
ま

れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
村
の
新
し
い
長
期
総
合
計
画
に
併

せ
て
教
育
課
程
に
対
応
で
き
る
教
育
環
境

の
整
備
に
必
要
な
村
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
教
育
振
興
計
画
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
教
育
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
子
ど

も
た
ち
が
学
び
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

た
め
に
学
校
施
設
や
周
辺
施
設
の
改
築
や

改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
ま
た
、
松
尾
中
学
校
が
椎
葉
中

学
校
に
再
編
さ
れ
ま
す
。
松
尾
の
皆
さ
ん

に
と
り
ま
し
て
は
断
腸
の
思
い
だ
ろ
う
と

存
じ
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

の
充
実
の
た
め
で
あ
り
ま
す
の
で
、
お
心

広
く
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
も
ま
た
、
子
ど
も
達
の
学
力
や
体

力
の
向
上
、
心
の
涵
養
、
自
然
や
伝
統
・

歴
史
・
文
化
を
大
切
に
し
、
互
い
に
助
け

合
う
心
豊
か
で
生
き
生
き
と
楽
し
く
学
び

あ
え
る
教
育
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
社
会
教
育
や
公
民
館
活
動
、
生

涯
学
習
や
社
会
体
育
の
充
実
並
び
に
文
化

財
の
保
護
や
文
化
の
振
興
に
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
み
な
さ
ま
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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野
菜
や
果
物
に
多
く
含
ま
れ
る
食
物

繊
維
は
、
胃
腸
で
の
消
化
・
吸
収
を

助
け
た
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
有
害

物
質
を
排
出
す
る
機
能
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

糖
質
、
脂
質
、
タ
ン
パ
ク
質
、
ミ
ネ

ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
か
ら
な
る
「
５
大
栄

養
素
」
に
次
ぐ
「
第
６
の
栄
養
素
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
存
在
は
重
視
さ

れ
、
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

○
便
秘
予
防

○
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果

○
有
害
化
学
物
質
排
せ
つ

○
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
し
腸
を
健

康
に
保
つ

○
食
後
の
血
糖
値
の
上
昇
を
緩
や
か

に
す
る

○
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
お
さ

え
る

①
野
菜
を
十
分
に
食
べ
る

　

１
日
３
５
０
ｇ

②
主
食（
ご
飯
・
パ
ン
・
め
ん
）を

　

毎
食
食
べ
る

③
大
豆
製
品
を
１
日
１
回
食
べ
る

④
海
藻
や
き
の
こ
を
積
極
的
に
食

べ
る

⑤
芋
と
果
物
を
そ
れ
ぞ
れ
１
日
１
回

食
べ
る

食
物
繊
維
の
働
き
！

食
物
繊
維
を
し
っ
か
り

摂
る
５
つ
の
コ
ツ
！

里いもときのこのバター炒め

★作り方
① 里いもをゆで、皮をむきひとくち大に切る。
② フライパンにバターを熱し、①の里いもとエリンギ、しめじ、ベー

コン、塩を加え、焼き色がつくまで炒める。
③ ②にだし汁、しょうゆを加え、ふたをして３分程度蒸し焼きにする。

エネルギー：134kcal
たんぱく質：4.7g
脂　　　質：8.2g
食 物 繊 維：4.4g
塩　　　分：0.8g

　里いもの食物繊維の一種であるガラクタンは血圧を下げ、血中コレス
テロールを取り除き、脳細胞を活性化させる働きがあります。
　きのこの食物繊維は便秘予防に効果を発揮するほか、動脈硬化の予防・
改善にも有効です。
　１日に必要な食物繊維約20ｇの１／５を摂れる１品です。

第
６
の
栄
養
素『
食
物
繊
維
』！

○
理
想
的
な
う
ん
ち
の
３
つ
の
条
件

１　

色
が
黄
色

２　

バ
ナ
ナ
２
本
分
の
量
で
、
ほ
ど

よ
い
や
わ
ら
か
さ

３　

水
洗
ト
イ
レ
の
水
に
浮
く

食
物
繊
維
足
り
て
い
ま

す
か
？

う
ん
ち
で
チ
ェ
ッ
ク
！

★材料（２人分）
里いも･･････中４個
（水でよく洗い泥を落として
おく）
エリンギ････大１本
（石づきを除き、適当な大きさ
に裂く）
※エリンギのかわりにしいた
けを使ってもＯＫです。

しめじ･･････１／２パック
（石づきを除き、小房に分ける）
ベーコン････３０ｇ
（１口大に切る）
だし汁･･････大さじ１
うす口醤油･･小さじ１
バター ･････ ５ｇ
塩･･････････少々
こしょう････お好みで
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期　　日 場　　　所
対　　象　　地　　区

区 組　　　　　合

２月　１日（金） 役 場 ３ 階 会 議 室 全　区 営業所得者・畜産農家、農業所得者

２月　４日（月） 仲塔生活改善センター 仲　塔 仲塔全地区

２月　５日（火） 松尾多目的集会センター 松　尾
水越、小原、中の八重、石原、ロクロ、
春岩尾･新石原

２月　６日（水） 松尾多目的集会センター 松　尾
下松尾、新下松尾、上松尾、畑鳥の巣、榎峠、
唖谷、栗の尾、旧岩屋戸

２月　７日（木） 松尾多目的集会センター 松　尾
小ヶ倉、佐土の谷、中尾、竹の八重、
岩屋戸上・中・下、小河内

２月１２日（火） 鹿野遊ふれあいセンター 鹿野遊 鹿野遊全地区

２月１３日（水） 小 崎 集 会 セ ン タ ー 小　崎 小崎全地区

２月１４日（木） 矢 立 集 会 セ ン タ ー 大河内 矢立、合戦原

２月１８日（月） 本 郷 集 会 所 大河内 本郷、城、丸野、大藪

２月１９日（火） 不土野生活改善センター 不土野 不土野全地区

２月２０日（水） 尾 前 集 会 所（ 拝 殿 ） 尾　向 尾前全地区

２月２１日（木）

向山日当集会センター
※午前のみ

尾　向 向山日当地区　※１２：００まで

日添営農研修センター
※午後のみ

尾　向 向山日添、尾手納　※１６：００まで

２月２５日（月） 尾 八 重 集 落 セ ン タ ー 尾八重 尾八重全地区　※１４：００まで

２月２７日（水）
役 場 ３ 階 会 議 室

※１６：００まで
上椎葉

若宮、桑の木原、針金橋、尾田山中、下福良、
間柏原、夜狩内、佐礼住宅、佐礼、尾平

２月２８日（木）
役 場 ３ 階 会 議 室

※１６：００まで
上椎葉

若宮住宅、針金橋団地、上椎葉上･中･下、
山中団地、持田団地、那須橋、下椎葉

３月　１日（金） 栂 尾 の 館 栂　尾 栂尾全地区　※１４：００まで

※２月２６日（火）は集合徴収です。

受付時間　９：３０〜１５：００ ※一部地区で異なります

　

税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
、
前
年

中
に
所
得
が
あ
り
、
本
年
１
月
１
日

現
在
、
村
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

で
す
。（
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
さ
れ
る
人
、
給
与
所
得
の
み

で
会
社
が
村
へ
報
告
を
さ
れ
て
い
る

人
、
公
的
年
金
等
の
み
の
人
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。）

　

詳
し
く
は
、
役
場 

税
務
住
民
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

　

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

　
　
　
　
　
　
　
（
０
０
５
２
）

税
務
住
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

税
の
申
告
が

　
　

始
ま
り
ま
す
！

税
の
申
告
相
談『
日
程
表
』
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村のできごと

椎葉
晃充
村長の

12月の
動き

３
日　

庁
議

10
日　

長
寿
祝
い（
平
寿
園
）

13
日　

12
月
定
例
議
会

17
日　

県
森
林
審
議
会（
宮
崎
市
）

18
日　

入
札

　
　
　

消
防
部
長
会

19
日　

森
林
ネ
ッ
ト
会
議（
宮
崎
市
）

20
日　

入
郷
衛
生
組
合
議
会（
美
郷
町
）

25
日　

治
山
林
道
協
会
役
員
会（
宮
崎
市
）

26
日　

郡
町
村
会
臨
時
総
会（
日
向
市
）

27
日　

す
こ
や
か
祝
金
贈
呈
式（
不
土
野
）

28
日　

仕
事
納
め
式

　
　
　

永
年
勤
続
優
良
職
員
村
長
表
彰
式

衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
　

投
開
票
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

12
月
16
日
、
村
内
11
カ
所
の
投
票
所
で
、
第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
第

22
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
次
の

と
お
り
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

投票区別投票結果（小選挙区）

投票区 地区名 当日有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

前回投票率
（H21/8/30）

第１区 上椎葉 758 585 77.28 81.74

第２区 鹿野遊 188 149 79.26 85.93

第３区 仲　塔 112 90 80.36 86.29

第４区 尾八重 72 66 91.67 89.47

第５区 尾　向 161 133 82.61 89.77

第６区 不土野 124 105 84.68 89.68

第７区 栂　尾 38 30 78.95 90.70

第８区 大河内 219 169 77.17 84.65

第９区 小　崎 265 219 82.64 83.80

第10区 松　尾 574 385 67.07 74.14

第11区 向　山 223 196 87.89 88.31

合　　　計 2,734 2,127 77.93 82.75

※期日前投票 ８７７票、不在者投票 １３票を含む
※第１投票区には在外選挙人を含む

候補者別得票数（小選挙区）

候補者名
得　票　数

当 選
村　内 ２区内

江藤　たく 1,793 113,432 当

どうきゅう誠一郎 251 41,070

吉田　たかゆき 46 11,545

政党別得票数（比例代表）

政　党　名
得　票　数

村　内 県　内

日本維新の会 144 80,760

日 本 共 産 党 42 23,374

民 主 党 252 76,307

幸 福 実 現 党 2 1,757

国 民 新 党 14 3,034

社 会 民 主 党 85 26,764

公 明 党 372 82,996

み ん な の 党 48 21,324

自 由 民 主 党 1,063 170,813

日本未来の党 40 16,755

宮崎県全体の投票率
当日有権者数 投票者数 投票率

927,973 516,815 55.69
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村のできごと

県大会で活躍!
　

11
月
11
日
、生
目
の
杜
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
第
36
回
宮
崎
県
中
学
校
秋
季
体
育
大

会
陸
上
競
技
が
行
わ
れ
、本
村
か
ら
も
選
手

が
出
場
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、松
尾
中
学

校
２
年
生
の
山
本
真
由
さ
ん
が
共
通
砲
丸
投

げ
で
優
勝
、椎
葉
中
学
校
１
年
生
の
黒
木
光

大
さ
ん
が
１
年
１
０
０
ｍ
で
３
位
と
素
晴
ら

し
い
結
果
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
ね
。

役
場
庁
舎
に
絵
画
を
寄
贈
！

　

椎
葉
村
い
き
い
き
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

「
サ
ン
レ
デ
ィ
ス
し
い
ば
」
は
、
平
成
８
年

に
結
成
さ
れ
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
は
じ
め
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、「
サ
ン
レ
デ
ィ
ス
し
い
ば
」
が
、

宮
崎
県
男
女
共
同
参
画
功
労
賞
を
受
賞
し
、

12
月
６
日
に
宮
崎
県
庁
知
事
室
で
行
わ
れ
た

表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

男女共同参画
功労賞を受賞!

▲県知事と一緒に！

　

椎
葉
村
国
民
健
康
保
険
病
院
で
看
護
師
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
山
中
み
す
の
さ
ん
が
、宮
崎

県
国
保
診
療
施
設
連
絡
協
議
会
主
催
の
地
域
医

療
学
会
で
、会
長
賞（
勤
続
35
年
）を
受
賞
し
ま

し
た
。当
学
会
に
本
人
が
欠
席
だ
っ
た
た
め
、

椎
葉
村
国
保
病
院
内
で
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

山中みすのさんが
会長賞受賞!

▲共通リレーのメンバーで。

民
謡
協
会

宇
賀
邦
夫
さ
ん
（
上
椎
葉
）

日
本
民
謡
協
会
全
国

大
会
出
場
決
定
！

　

11
月
４
日
、
清
武
町
で
開
催
さ
れ
た
民
謡

民
舞
宮
崎
県
連
合
大
会
で
、
高
年
二
部
に
出

場
し
た
那
須
ヨ

シ
子
さ
ん
は
優

秀
賞
を
受
賞
、

高
年
一
部
の
宇

賀
邦
夫
さ
ん
は

優
勝
に
輝
き
、

全
国
大
会
出
場

の
切
符
を
手
に

し
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
、
高
鍋
町
在
住
の
小
松

キ
ク
エ
氏（
尾
前
地
区
出
身
）か
ら
役

場
庁
舎
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
絵

画
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
絵
画
寄
贈
の
き
っ
か
け

は
、
昨
年
行
わ
れ
た
同
窓
会
で
故 

椎
葉
英
生
さ
ん（
尾
八
重
）に
「
役
場

が
新
し
く
な
る
が
、
絵
を
描
い
て
寄

贈
し
な
い
か
」
と
依
頼
を
受
け
た
こ

と
で
し
た
。
そ
の
後
、
す
ぐ
に
製
作

に
取
り
か
か
り
、
椎
葉
ダ
ム
の
絵
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

小
松
キ
ク
エ
氏
は
、「
こ
の
絵
を
、

椎
葉
英
生
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
な

く
て
と
て
も
残
念
で
す
」。
と
挨
拶

で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
絵
画

は
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
と

バ
ス
待
合
所
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

ご　 紹　 介

◦東京の草原会というグループに
在籍。

◦「上野の森の自然を描く会」、「宮
日総合美術展 絵画の部」で、入選。

◦地元、高鍋美術館において、個
展を開かれるなど、幅広く、ま
た精力的にご活躍されています。

高
鍋
町
在
住
（
尾
前
地
区
出
身
）

小
松 

キ
ク
エ 

氏
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12
月
18
日
、
村
長

室
で
那
須
登
氏
に
村

長
よ
り
当
表
彰
の
伝

達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
民

生
委
員
と
し
て
14
年

以
上
そ
の
業
務
に
従

事
さ
れ
、
現
に
在
職

さ
れ
て
お
り
、
そ
の

功
績
が
顕
著
で
あ
る

人
が
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

カメラ さんぽ

庁舎玄関にしめ縄飾り！
　鹿瀨勇さん（松尾 春岩尾）から役場庁舎に飾ってくださ
いと手作りのしめ縄飾りを寄贈いただきました。
　早速飾らせていただきました、ありがとうございました。

す
こ
や
か
館
に
手
作
り
し
め
縄
を
寄
贈
！

　

畑
・
鳥
の
巣
サ
ロ
ン（
会
長 

椎
葉 

誠 

氏
）19
人
で
手
作
り
し
た

し
め
縄
が
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
館
に
贈
ら
れ
、
玄
関
に
飾
ら

れ
ま
し
た
。

　

毎
年
立
派
な
し
め
縄
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲

し
め
縄
づ
く
り
の
様
子

▲

す
こ
や
か
館
玄
関
に
飾
り
ま

し
た
。

那
須 

登 

氏
（
鹿
野
遊
）

　

九
州
社
会
福
祉
協
議
会

連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞

　

11
月
29
日
、

第
14
回
東
臼
杵

郡
市
肉
用
牛
改

良
増
頭
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、

同
氏
が
こ
れ
ま

で
の
功
績
を
称

え
ら
れ
功
労
者

表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

甲
斐 
房
吉 

氏
（
雨
木
）
が

　
　
　

功
労
者
表
彰
を
受
賞

神
楽
太
鼓
が
響
き
渡
り
ま
し
た

　

椎
葉
の
１
年
を
締
め
く
く
る
「
椎
葉
神
楽
」。
今
年
の
冬
も
各
地

で
神
楽
が
奉
納
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
今

年
を
無
事
に
過
ご
せ
た
お
礼
と
、
来
年
も
良
い
年
に
と
願
い
を
込

め
ら
れ
神
に
奉
納
さ
れ
る
神
楽
は
、
本
当
に
神
秘
的
で
素
晴
ら
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

【
大
河
内
神
楽
（
12
月
８
〜
９
日
）】

▲猪と猪取り爺の攻防がおもしろい

▲戸取り

【
嶽
之
枝
尾
神
楽
（
12
月
１
〜
２
日
）】

▲かわいい舞手が登場！

▲綱切りに挑戦！
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カメラ さんぽ

中学生の国際交流

　シンガポールのアサンプションイングリッシュス
クールの生徒が椎葉でホームステイを行いました。
　夏以来の再会に生徒たちはとても喜んでいました。
　交流会では、みんなで餅をつき丸めました。顔に
粉を付けて餅を丸めている子もいました。
　シンガポールには冬がないため、椎葉の寒さには
驚いていたようです。
　短い期間でしたが、たくさんの思い出とたくさん
買い込んだお土産を持ってシンガポールへ帰国しま
した。

（12月1日〜 3日）

かわいい俳優が勢揃い！

　みんなで練習したお歌にダンス、劇。家族の前で立派に
発表できました。

（12月13日・上椎葉児童館）
今
年
の
寮
祭
も
観
客
は
大
笑
い
！

　

今
年
の
寮
祭
も
笑
い
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
今
年
の
笑
い
納
め

で
し
た
ね
！

（
12
月
13
日
・
椎
葉
中
学
校
寄
宿
舎
醇
和
寮
）

「
か
て
〜
り
」
で
ソ
バ
の
収
穫
！

　

上
松
尾
地
区
で
は
、
地
区
民
全
員
で
ソ
バ
の
栽
培
を
行
っ
て
い

て
、
11
月
４
日
に
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
か
て
〜
り
」
で
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

「人権の花」運動感謝状贈呈式

　「人権の花」運動に協力いただいた椎葉小学校に、宮崎
地方法務局から感謝状が贈られました。

（12月5日・椎葉小学校）
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▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
１
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
村（
県
）民
税
〕（
４
期
）

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
８
期
）

■
納
期
限　
　
　

１
月
31
日（
木
）

■
口
座
振
替
日　

１
月
28
日（
月
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

滞
納
は
許
さ
な
い
！
『
公
売
の
話
』

　

税
金
等
を
滞
納
す
る
と
、
滞
納
し
た
人

の
財
産（
動
産
・
不
動
産
な
ど
）す
べ
て
が

差
押
え
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
差
し
押
さ
え
る
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
差
押
え
の
目
的
は
、
差
し
押

さ
え
た
財
産
を
売
却
し
、
そ
の
代
金
を
滞

九
州
電
力
の
電
気
料
値
上
げ

認
可
申
請
等
に
係
る
「
公
聴

会
」
お
よ
び
「
国
民
の
声
の

募
集
」
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
11
月
27
日
、
九
州
電
力
株
式

会
社
が
経
済
産
業
大
臣
に
電
気
料
金
の
値

上
げ
認
可
申
請
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

申
請
に
伴
い
、
経
済
産
業
省
で
は
、
電

気
事
業
法
施
行
規
則
第
１
３
４
条
の
規
定

に
基
づ
き
「
公
聴
会
」
を
福
岡
市
で
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
公
聴
会
に
参
加
で
き
な

い
人
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
用
い

て
ご
意
見
を
募
集
す
る
「
国
民
の
声
」
の

制
度
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.m

eti.go.jp

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

九
州
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
部

　

☎
０
９
２（
４
８
２
）５
５
１
３

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら　

改
正
養
蜂
振
興
法
が　
　
　

施
行
さ
れ
ま
す

　

全
て
の
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
者
は
、
毎
年

１
月
中
に
飼
育
届
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
趣
味
の
飼
育
者（
蜂

蜜
や
蜜
蜂
等
の
販
売
を
さ
れ
て
い
な
い

人
）で
自
然
巣
洞
ま
た
は
重
箱
式
巣
箱
で

飼
育
さ
れ
て
い
る
人
は
届
出
不
要
で
す
。

※
県
外
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
人
は
届
出
対

象
と
な
り
ま
す
。

納
税
等
に
充
当
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
こ

れ
を
公
売
と
い
い
ま
す
。

【
平
成
24
年
度 

国
民
健
康
保
険
税
滞
納
者
数
】

　

・
上
椎
葉　

21
人　

・
鹿
野
遊　

４
人

　

・
仲　

塔　

２
人　

・
尾
八
重　

７
人

　

・
尾　

向　

９
人　

・
不
土
野　

７
人

　

・
大
河
内　

６
人　

・
小　

崎　

12
人

　

・
松　

尾　

11
人　

・
栂　

尾　

１
人

                    

合
計　

80
人

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

公
的
年
金
等
収
入
の
あ
る
人

の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、か
つ
、公
的
年
金
等

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、所
得
税
に
つ
い

て
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

①
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
税
務
署

　

☎
０
９
８
２（
32
）３
３
０
１

　

http://w
w

w
.nta.go.jp

　

詳
し
く
は
、
東
臼
杵
農
林
振
興
局
ま
た

は
椎
葉
村
地
域
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

東
臼
杵
農
林
振
興
局

　

☎
０
９
８
２（
32
）６
１
３
６

　

椎
葉
村
地
域
振
興
課

　

☎
７（
67
）０
０
３
１

▽
相　

談

お
気
軽
に「
行
政
相
談
」へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

１
月
８
日
・
２
月
12
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

第
14
回　
　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談　

「
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談
」は
、日
本
臨

床
心
理
士
会
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
、各
都

道
府
県
臨
床
心
理
士
会
が
全
国
一
斉
に
同
期

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』

村内のうごき  ●12月１日現在
　男　　1,481人（−5）
　女　　1,498人（＋1）
　計　　2,979人（−4）
世帯数　1,202戸（＋2）

お知らせ
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お 知 ら せ



同
窓
会
を
し
ま
し
た
。
昭
和
30
年
度
、
大
河
内
小
学
校
を

卒
業
し
て
58
年
。
初
め
て
の
同
窓
会
を
11
月
６
日
に
約
半

数
の
出
席
者
で
行
い
ま
し
た
。

卒
業
以
来
初
め
て
会
え
た
人
ば
か
り
で
、「
○
○
ち
ゃ
ん
じ
ゃ

な
か
と
ね
」と
、友
と
や
っ
と
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

立
派
な
学
校
も
先
生
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

さ
ん
と
話
し
合
う
時
間
も
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠

い
学
舎
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
一
時
で
し
た
。

宴
会
で
は
、
幼
少
期
に
戻
っ
て
久
々
の
椎
葉
弁
で
話
し
は

盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
し

た
く
て
も
出
来
な
い
友
の
息
災
を
願
っ
て
、
次
回
も
元
気

な
姿
で
ま
た
椎
葉
で
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

椎
葉 

勉 

様
（
岡
山
県
）

私
も
大
河
内
小
学
校
の
卒
業
生
で
す
の
で
、皆
さ
ん
は
大
先
輩
で
す
ね
。
現
在
、

大
河
内
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
息
子
が
、
皆
さ
ん
に
昔
起
こ
っ
た
災
害
の
話
し

を
聞
い
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
話
し
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
梅
吉
）

広報しいばに届いた
お便りをご紹介します！

投稿

日
に
行
う
も
の
で
す
。全
国
で
は
14
回
目
を

迎
え
た
活
動
で
、本
県
は
第
９
回
目
か
ら
参

加
、今
年
度
が
６
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
自
身
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
、

学
校
の
こ
と
、
職
場
の
こ
と
、
誰
に
話
し

た
ら
い
い
の
か
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
の
か
、
心
配
事
や
悩
み
事
を
抱
え
て
い

る
人
、
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

経
験
豊
か
な
臨
床
心
理
士
が
お
話
を
う

か
が
い
ま
す
。

■
日
時　

平
成
25
年
１
月
27
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

■
主
催　

宮
崎
県
臨
床
心
理
士
会

☎
０
８
０（
４
２
７
６
）３
４
０
１

☎
０
９
０（
８
３
５
０
）３
４
０
２

▽
募　

集

平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
の
標
語（
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
）募
集
！

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
平
成
25
年
10
月

１
日
を
調
査
日
と
す
る
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
の
実
施
に
当
た
り
、
調
査
の
意
義
や

重
要
性
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

全
て
の
人
の
理
解
と
協
力
の
下
に
調
査
が

正
確
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
標
語

（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）を
募
集
し
ま
す
。

　

入
選
作
品
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ

な
ど
の
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て
、
広
く
活

用
す
る
予
定
で
す
。

　

応
募
条
件
、方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
統
計
局
国
勢
統
計
課

　

☎
０
３（
５
２
７
３
）１
０
０
５

　

http://w
w

w
.stat.go.jp

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
！

　

村
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
生
涯
学

習
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
期
日　

平
成
25
年
２
月
17
日（
日
）

■
会
場　

椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー

■
内　

容

　
【
午
前
の
部
】

　
　

○
小
中
学
生
の
意
見
発
表
・
意
見
交
換

　
　

○
映
画
上
映（
東
日
本
復
興
支
援
映
画
）

　
　
　
『
エ
ク
レ
ー
ル　

お
菓
子
放
浪
記
』

　
　
　

※
鑑
賞
料
金
は
無
料
で
す
。

　
【
午
後
の
部
】

　
　

○
文
化
協
会
発
表
会（
11
団
体
）

　
【
そ
の
他
】

　
　

○
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
　

○
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

○
食
改
さ
ん
の
試
食
コ
ー
ナ
ー

■
申
込
期
限

　

平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）

※
各
地
区
の
組
合
長
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
教
育
委
員
会

　

☎（
67
）２
８
５
０

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
８
１
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）



感想、要望などお書きください。

Public Relations of  SHIIBA 1�2013（H25）１月号

BOOK  CORNER

2013（H25）１月号 Public Relations of  SHIIBA 1�

１
日　

松
尾
中
学
校
立
志
式

３
日　

小
学
校
学
習
発
表
会

５
日　

予
防
接
種（
三
混
・
四
混
・
日
脳
）

７
日　

入
学
説
明
会（
松
尾
小
）

11
日　

建
国
記
念
の
日

12
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

14
日　

入
学
説
明
会

　
　
　
　
（
尾
向
小
・
小
崎
小
）

15
日　

椎
葉
中
学
校
立
志
式

17
日　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

家
庭
の
日

18
日　

入
学
説
明
会（
椎
葉
小
）

19
日　

予
防
接
種（
日
脳
）

20
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

21
日　

入
学
説
明
会（
大
河
内
小
）

26
日　

妊
婦
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

２
月
の
主
な
行
事

図書室だより
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎67−2850
無料☎767−0081（0082）

　

俳
優
の
永
島
敏
行
さ
ん
が
語
る
、

農
と
食
へ
の
熱
い
思
い
。
農
業
体
験

の
取
り
組
み
、
日
本
の
農
業
に
つ
い

て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の

半
生
な
ど
を
紹
介
。「
日
本
の
農
業
を

も
っ
と
元
気
に
し
た
い
」
そ
ん
な
思

い
が
詰
ま
っ
た
農
と
食
へ
の
応
援
歌
。

『
青
空
市
場
で
会
い
ま
し
ょ
う

〜
日
本
の
農
と
食
は
す
ば
ら
し
い
〜
』

【
家
の
光
協
会
】

（
著
）
永
島 

敏
行

　

６
年
生
の
ユ
ウ
タ
が
迷
い
込
ん

だ
30
年
以
上
も
前
に
ダ
ム
に
沈
ん
だ

村
。
か
け
が
え
の
な
い
も
う
一
つ
の

夏
休
み
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。

　

児
童
書
で
す
が
、「
生
き
る
意
味
」

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
大
人
の
人
に

も
お
す
す
め
の
一
冊
。

戸
籍
だ
よ
り
（
11
月
届
出
分
）

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

甲
斐 

俊
光 

様
（
26
歳
）

小　

崎
（
雨　
　
　

木
）

　

甲
斐 

直 

様
（
84
歳
）

松　

尾
（
旧
岩
屋
戸
）

　

椎
葉 

一 

様
（
85
歳
）

尾　

向
（
向
山
日
当
下
）

　

藏
座 

輝
美 

様
（
83
歳
）

尾　

向
（
尾　

手　

納
）

　

藏
座 

二
九
生 
様
（
尾
手
納
）

（
故 
藏
座 

輝
美 

様
）

香
典
返
し

（
11
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

『
虹
色
ほ
た
る

　
　

〜
永
遠
の
夏
休
み
〜
』

【
ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス
】

（
著
）
川
口 

雅
幸



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

は
取
材
等
で
村
民
の
皆
さ
ま
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
▼
今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に

出
会
え
る
の
を
楽
し
み
な
が
ら
、
広
報
し
い
ば

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
▼
今
年
も
皆

さ
ん
か
ら
の
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
▼
そ

れ
と
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
で
広
報
し
い
ば
の

ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
そ
ち
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（
梅
吉
）

編
集
後
記
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月
日
が
経
つ
の
が
年
々
早
く
な
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う
で

す
か
。
そ
れ
だ
け
充
実
し
た
毎
日
を
過

ご
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

今
年
の
目
標
、
皆
さ
ん
決
め
ら
れ
ま

し
た
か
？ 

１
年
の
は
じ
め
に
立
て
る

目
標
は
、
１
番
達
成
し
や
す
い
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
が
変
わ
っ
て

気
持
ち
が
切
り
替
え
が
し
っ
か
り
出

来
て
い
る
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

目
標
立
て
て
、
今
年
も
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。

　

滅
亡
し
た
百
済
の
王
族
父
子
が
海
を

渡
っ
て
九
州
に
逃
れ
着
い
た
と
さ
れ
る
百

済
伝
説
。
美
郷
町
南
郷
区「
神み

門か
ど

神
社
」と

木
城
町「
比ひ

木き

神
社
」に
別
れ
別
れ
に
祀ま

つ

ら

れ
た
父
子
の
御
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
２

泊
３
日
を
か
け
て
90
㎞
を
巡
行
す
る
壮
大

な
祭
り
で
す
。
約
30
基
の
櫓や

ぐ
ら

が
火
柱
を
上

げ
る
初
日
の「
迎
え
火
」は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

■
期
日

　

１
月
25
日（
金
）

　
　

上
り
ま
し（
御
神
幸
行
列
、
迎
え
火
）

　

１
月
26
日（
土
）

祭
典
、
舞
明
か
し（
神
事
、
祭
典
、

夜
神
楽
）

　

１
月
27
日（
日
）

　
　

下
り
ま
し（
ヘ
グ
ロ
塗
り
）

■
場
所

　

美
郷
町
南
郷
区
「
神
門
神
社
」
周
辺

美
郷
町 

南
郷
区

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

『
百
済
王
族
伝
説
の
証 

　
　
　
　
　

師
走
ま
つ
り
』

『新年』

■問い合わせ先
　美郷町観光協会南郷支部
　☎０９８２−５９−１６０１
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選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

着
ぶ
く
れ
て
集
ま
る
古
希
の
意
気
盛
ん	

小
丸
川　

隆

［
評
］
古
希
と
言
え
ば
同
期
会
の
よ
う
な
会
が
よ
く
あ
る
。
小
学
・
中
学
だ
と
約

五
十
年
程
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、
懐
か
し
い
こ
と
、
こ
の
上
な
い
。
昔
話
、

思
い
出
話
に
花
が
咲
く
。「
着
ぶ
く
れ
て
」
と
は
寒
い
時
だ
か
ら
、
家
族
に

も
う
一
枚
重
ね
着
を
し
て
行
き
な
さ
い
と
、言
わ
れ
て
出
席
し
た
者
ば
か
り
。

老
い
二
人
切
磋
琢
磨
の
年
用
意	

那
須　

正

［
評
］
先
ず
切
磋
琢
磨
に
つ
い
て
触
れ
る
。
こ
れ
は
中
国
の
言
葉
で
、
簡
明
に
言
え

ば
「
切
」
は
宝
石
・
石
等
を
切
っ
て
、「
磋
」
は
磨
き
を
か
け
る
こ
と
。「
琢
」

と
「
磨
」
は
学
問
・
技
芸
に
励
ん
で
そ
の
向
上
に
努
め
る
と
言
う
意
味
で
あ

る
。
さ
て
、
こ
の
言
葉
を
中
七
に
入
れ
た
の
は
、
老
人
夫
婦
が
正
月
を
迎
え

る
た
め
の
作
業
を
最
上
の
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
理
想

的
な
年
用
意
が
出
来
っ
こ
な
い
。
石
を
磨
い
て
完
成
す
る
よ
う
な
事
は
出
来

な
い
。
だ
っ
て
老
二
人
だ
か
ら
。

笛
冴
え
る
高
千
穂
神
社
今
朝
の
春	

中
瀬　

汀

［
評
］
笛
の
音
が
波
の
音
の
中
に
と
け
込
ん
で
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
日
の
出
で

明
る
く
な
っ
た
道
、
行
き
交
う
人
々
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ん
で
い
る
。「
高
千
穂
」

と
言
う
名
称
も
神
々
し
い
気
持
ち
に
し
て
く
れ
る
。
日
本
の
原
点
の
地
。

《
佳
作
》

里
山
を
や
さ
し
く
つ
つ
む
小
春
空

山
本　

和
枝

伝
統
の
子
供
神
楽
で
弾
む
舞
ひ

那
須　

瑞
穂

勘
九
郎
さ
ん
新
年
公
演
天
国
で

黒
木　

八
重
子

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）



　おつるちゃんの活躍は、これまでにここでは紹介できなかったも
のもたくさんありました。
　また、初めて出場した「ゆるキャラグランプリ」では、３,５３２票という皆さんのあたたかい応援を
いただき、全国８６５のキャラクター中２１２位という成績をあげることができました。
　今年も、多くの皆さんに椎葉村の顔として知ってもらえるよう、いろんなところへ出かけて行きたいと
思います！

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！10
明けましておめでとうございます！
　昨年は、多くの皆さんと出会い、ふれ
あうことができてうれしかったです。
　今年も多くの人たちに椎葉を知って
もらえるように一生懸命がんばります。
　そして、皆さんの笑顔があふれた
１年となりますように・・・

今年もおつるちゃんは行く！の巻

▲ご当地グルメコンテストで
　ＭＲＴのミーモちゃんと。

▲みやざきweeeekイン福岡で
　みやざき犬と。

▲観光レディのお二人と椎葉の
　ＰＲをがんばりました！

■発行／椎葉村役場　☎ 0982-67-3111  〒 883-1601 宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良 1762 番地 1　
■編集／総　務　課　☎ 0982-67-3201・ＦＡＸ 0982-67-2825
■印刷／㈲ソーゴーグラフィックス

椎葉村ホームページ　http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
椎葉村メールアドレス　shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp
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　セリ（芹）はセリ科の多年草で「セリ、ナズナ・・・」
と詠まれ、春の七草の筆頭にあげられています。さ
わやかな香りと歯ざわりがあり、鍋物の具、おひた
し、和え物などに利用されています。アジアからオ
セアニアにかけての水辺や湿地に自生しています。
セリの名前の由来は１箇所から競

せ

り合って生えてい
る、ということからその名がついたとされています。
　セリは古くからなじみの深い植物で、万葉集にはセ
リを詠んだ歌が２首あります。今日ではセリは水田栽
培されたものが出回っていて、栽培する水田はとくに
セリ田とよばれています。収穫は11月中旬から３月下
旬まで行われています。椎葉村ではセリをはじめ春の
七草が生産されていて、九州各地をはじめ遠くは関東
方面のスーパーなどに出荷されています。一年を健康
に過ごせるようにという無病息災の願いを込めて七草
粥をいただきたいですね。皆さん、良いお年をお迎え
ください。（九州大学演習林　長　慶一郎・菱　拓雄）

セリ
23椎葉の生き物

じいちゃんと一緒にドライブに行くのが大好
きです。自分でトイレが出来るように練習中 ! ! 
弟と仲良く元気に大きくなってね♪

山
中 

翔か

月つ
き 

く
ん

上
椎
葉
（
尾
田
山
中
）

お
と
う
さ
ん
：
宏
昭 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
ル
リ
子 

さ
ん

平成22年3月26日生まれ

未来にはばたけ！

　facebook「フェイスブック」で広報しいばのページ
を掲載しています。ぜひ、ご覧ください。
　ご覧いただいた人は、「いいね！」をお願いします。
また、皆さんからのコメントもお待ちしています。

広報しいば『face book』

アドレス：
https://www.facebook.com/kouhoushiiba


